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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　揮発性の化粧料を収納し、コンパクト容器内に着脱自在に配置される容器本体と蓋体と
からなる略方形の気密性容器において、前記容器本体の口部に環状壁を立設し、前記蓋体
の下面には、前記環状壁に密着して気密シールを達成する環状舌片を一体に形成し、環状
壁と環状舌片とからなるシール部の外方に互いに嵌合する本体リブと蓋リブを形成し、該
蓋リブを本体リブの外側に位置させ、本体リブと蓋リブを容器のコーナー部ではなく直線
部にのみ設ける共に、前記蓋体の上面のコーナー部には押圧突起を形成し、前記コンパク
ト容器の閉止時に、コンパクト容器の蓋体内面が押圧突起を押圧することにより、気密性
を保持することを特徴とする気密性容器。
【請求項２】
　揮発性の化粧料を収納し、コンパクト容器内に着脱自在に配置される容器本体と蓋体と
からなる略方形の気密性容器において、前記容器本体の口部に環状壁を立設し、前記蓋体
の下面には、前記環状壁に密着して気密シールを達成する環状舌片を一体に形成し、環状
壁と環状舌片とからなるシール部の外方に互いに嵌合する本体リブと蓋リブを形成し、本
体リブの内側に蓋リブを位置させる共に、前記蓋体の上面のコーナー部には押圧突起を形
成し、前記コンパクト容器の閉止時に、コンパクト容器の蓋体内面が押圧突起を押圧する
ことにより、気密性を保持することを特徴とする気密性容器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する分野】
この発明は、ゴム等のシール材を使用しない気密性容器に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、揮発性の化粧料等を収納するための気密性容器は公知であり、種々の構造のものが
実用化されている。最も一般的には、容器本体の口部若しくは蓋体内面にゴム等のシール
材を定着し、容器本体と蓋体との嵌合時にシール材を密着させて気密性を得るようにして
ある。しかしながら、シール材の使用は収納する物品によっては耐薬品性、耐候性、耐水
性等種々の性能が要求されると共に、押圧による破損のおそれがあり、又ゴム製シール材
の使用はコストの上昇をもたらしている。そこで、ゴム等のシール材を使用することなく
気密性を確保するようにした容器構造が提案され、実用化されている。
【０００３】
図４，８は、ゴム等のシール材を使用しない気密性容器の一例を示すものであり、容器本
体(１)の口部に蓋体(２)を、本体リブ(３)と蓋リブ(４)とで互いに嵌合させつつ装着し、
容器本体の口部に上向きに延びる環状壁(５)を口部を囲繞して一体に立設し、該環状壁(
５)に密着する柔軟な弾性を有した環状舌片(６)を蓋体(２)の内面に環状に囲繞して一体
に形成し、閉蓋時にシール部である弾性の環状舌片(６)と環状壁(５)との密着により気密
シール性を確保しつつ、リブ(３)と(４)の嵌合により蓋体(２)を容器本体(１)に装着し、
蓋の外れを防止するようにしてある。しかしながら、かかる公知の気密性容器は、本体リ
ブ(３)と蓋リブ(４)が、略方形に形成された容器の四隅部に設けられていると共に、蓋リ
ブ(４)が本体リブ(３)の外側に位置している。このため、経時変化や輸送途中等における
蓋の外れを防止すべくリブ(３)(４)の嵌合力を強くすべくリブ(３)(４)の突出高さを大き
くすると、蓋リブ(４)が外方に押し拡げられる状態となり、環状壁(５)と環状舌片(６)と
の当たりが弱くなって気密シール性の低下をもたらす欠点があった。特に、方形状の容器
の四隅部は、変形その他の理由により環状壁と環状舌片の当たりが元々弱いため、嵌合力
を増すためにリブ(３)(４)の突出高さを大きくすると更にシール部の当たりが弱くなって
、気密性が低下されてしまう問題がある。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
この発明は、ゴム等のシール材を使用しない略方形状の気密性容器であって、容器本体と
蓋体の嵌合強度を大きくしても気密シール性の低下を生じないようにすることを課題とす
る。又、蓋体の上面に上方から鏡等の平坦な板状部材を適用して押圧する際、蓋体の部分
的な浮き上がりを防止して確実な気密シール性を確保することを課題とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するためにこの発明が採った手段は、揮発性の化粧料を収納し、コンパ
クト容器内に着脱自在に配置される容器本体と蓋体とからなる略方形の気密性容器におい
て、前記容器本体の口部に環状壁を立設し、前記蓋体の下面には、前記環状壁に密着して
気密シールを達成する環状舌片を一体に形成し、環状壁と環状舌片とからなるシール部の
外方に互いに嵌合する本体リブと蓋リブを形成し、該蓋リブを本体リブの外側に位置させ
、本体リブと蓋リブを容器のコーナー部ではなく直線部にのみ設ける共に、前記蓋体の上
面のコーナー部には押圧突起を形成し、前記コンパクト容器の閉止時に、コンパクト容器
の蓋体内面が押圧突起を押圧することにより、気密性を保持することを特徴とする。
【０００６】
　揮発性の化粧料を収納し、コンパクト容器内に着脱自在に配置される容器本体と蓋体と
からなる略方形の気密性容器において、前記容器本体の口部に環状壁を立設し、前記蓋体
の下面には、前記環状壁に密着して気密シールを達成する環状舌片を一体に形成し、環状
壁と環状舌片とからなるシール部の外方に互いに嵌合する本体リブと蓋リブを形成し、本
体リブの内側に蓋リブを位置させる共に、前記蓋体の上面のコーナー部には押圧突起を形
成し、前記コンパクト容器の閉止時に、コンパクト容器の蓋体内面が押圧突起を押圧する
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ことにより、気密性を保持することを特徴とする気密性容器。
【０００８】
【発明の実施の形態】
この発明の好ましい実施の形態を、以下に詳細に説明する。尚、以下の説明において前記
図４，８に示す従来公知の容器の部品と同一の部品には同一の符号を付した。図１～６を
参照して、容器本体(１)及び蓋体(２)は従来公知の気密性容器の構造と実質的に同一の構
造を有しており、容器本体(１)と蓋体(２)とを、本体リブ(３)と蓋リブ(４)とで互いに嵌
合させつつ蓋体(２)を容器本体(１)の口部に装着し、容器本体の口部に上向きに延びる環
状壁(５)を口部を囲繞して一体に立設し、該環状壁(５)に密着する柔軟な弾性を有した環
状舌片(６)を蓋体(２)の内面に環状に囲繞して一体に形成し、閉蓋時にシール部である弾
性の環状舌片(６)と環状壁(５)との密着により気密性を発揮させつつ、リブ(３)と(４)の
嵌合により蓋体(２)を容器本体(１)に装着し蓋の外れを防止するようにしてある。蓋リブ
(４)は、本体リブ(３)の外側に位置している。
【０００９】
この発明はかかる気密性容器の構造において、蓋体に形成される蓋リブ(４)を本体リブ(
３)の外側に位置させると共に、容器本体(１)と蓋体(２)に形成される本体リブ(３)及び
蓋リブ(４)を方形の容器のコーナーすなわち四隅部ではなくほぼ直線状に延びるコーナー
とコーナーの中間部にのみ設けたことを特徴とする。本体リブ(３)と蓋リブ(４)をコーナ
ーとコーナーの中間部に設けることによって、容器本体(１)と蓋体(２)との外れ防止のた
めに、リブ(３)(４)の高さを大きくし嵌合力を高めても、容器のコーナー部が外方に広が
ることがなくなり、シール部の当たりは低下せず気密性の低下を防止することが出来た。
高分子吸収剤にイオン交換水を１対５０の割合で含浸させたゲルを充填し、３７℃で１週
間放置して、減量の測定を行ったところ、従来の四隅のコーナー部にリブを設けたもので
は、１.１９％の減量が測定されたのに対し、本願発明の容器では、０.２１％の減量が見
られたに過ぎず、本願発明品の効果を確認することが出来た。
【００１０】
図１，２は、この発明にかかる気密性容器をレフィル容器として、コンパクト容器(10)内
に塗布具(11)と共に収納された使用例を示す。蓋体(２)を被着した後コンパクト容器(10)
の蓋を閉めると、コンパクト容器の蓋の内面に取り付けられた鏡(12)が気密性容器の蓋体
(２)の上面に当接して蓋体(２)を押圧し閉止する。蓋体(２)の上面には、鏡(12)との当接
をもたらすために上方に向かって突出する押圧突起(13)が突設されており、鏡(12)と当接
して蓋体(２)を押し下げ密閉する。ところで、この発明の気密性容器は、前述したように
蓋体(２)と本体(１)との嵌合をもたらすリブ(３)(４)が容器のコーナー部ではなく直線部
に設けられているため、鏡と当接する押圧突起(13)を従来と同様の図９～１１に示すよう
な位置に設けると、図１２に示すように蓋体の中央部に押圧力が集中し、コーナー部への
押圧力が弱くなると共に、該コーナー部にはリブによる嵌合力が存在していないために、
浮き上がり気密性が低下してくるおそれがあった。本発明は、かかるコーナー部における
蓋体の浮き上がりを防止すべく、図３に示すように鏡と当接する押圧突起(13)を蓋体(２)
のコーナー部に配置したことを特徴とする。押圧突起(13)を蓋体(２)のコーナー部に配置
したことにより、図６に示すように鏡(12)による押圧力が蓋体のコーナー部に付加され、
コーナー部が浮き上がることがなくなる。
【００１１】
前記と同様に、高分子吸収剤にイオン交換水を１対５０の割合で含浸させたゲルを充填し
、３７℃で１週間放置して、減量の測定を行ったところ、従来の図９に示される中央部４
箇所に突起を形成したものでは、１.０９％の減量が測定され、又図１１に示される中央
部に２箇所突起を形成したものでは、０．７１％の減量が見られたのに対し、本願発明の
コーナー部の４箇所に突起を形成したものでは、０.２５％の減量が見られたに過ぎず、
本願発明品の効果を確認することが出来た。
【００１２】
図７は、この発明の他の実施形態を示し、本体リブ(３)の内側に蓋リブ(４)が位置するよ
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うに構成したことを特徴とする。その他の点は図１～３と同様である。蓋リブ(４)を本体
リブ(３)の内側に位置させることにより、リブ(３)(４)の高さを大きくして嵌合力を高く
した場合、嵌合力の増大により蓋リブ(４)が内方に押圧変形されるため、蓋体に設けた環
状舌片(６)と環状壁(５)との密着性が高まり、より気密性の向上を図ることが可能となる
。この場合、本体リブと蓋リブの形成位置は、コーナー部であっても直線部であっても良
い。
【００１３】
【発明の効果】
この発明によれば、ゴム等のシール材を使用することなく、蓋体に形成した柔軟な弾性を
有する環状舌片を容器本体の口部に立設した環状壁に密着させてシール性を得るようにし
た気密性容器において、容器本体と蓋体の装着性を保持するために容器本体と蓋体に形成
される嵌合リブを容器のコーナー部ではなく直線部にのみ形成してあるので、嵌合力を高
めるためにリブの高さを大きくしても環状舌片と環状壁の密着力を低下させるおそれがな
く安定した気密性を確保することが出来る。又、ゴム製シール材を使用しないので、コス
トの低下を図ることが出来る。
【００１４】
又、容器本体に形成する本体リブの内側に蓋体側のリブが位置するようにすることにより
、リブの高さを大きくして嵌合力を高めても、リブの嵌合による押圧で蓋体側のリブが内
方に押圧されるため、環状舌片と環状壁の密着性が増大し、気密性の低下を招来するおそ
れはない。
【００１５】
コンパクト容器内面の鏡等に向って突出し蓋体に押圧力を付与する押圧突起を、蓋体の直
線部や中央部ではなくコーナー部の上面に形成してあるので、コーナー部にリブによる嵌
合力が作用していなくとも、蓋体のコーナー部の浮き上がりを防止し、シール性が低下す
るのを防止することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明にかかる容器本体をコンパクト容器に収納した状態の斜視図
【図２】同コンパクト容器への収納状態を示す図であって、コンパクト容器の鏡による押
圧力が作用する状態を示す斜視図
【図３】蓋体の平面図
【図４】本体と蓋体の嵌合状態を示す断面図
【図５】嵌合リブを拡大して示す断面図
【図６】鏡による押圧状態を示す側面図
【図７】この発明の一変形を示す第４図と同様の図
【図８】従来の嵌合リブの形成位置を示す平面図
【図９】従来の押圧突起の位置の一例を示す平面図
【図１０】同他の例を示す平面図
【図１１】更に他の例を示す平面図
【図１２】従来の押圧突起に対する鏡の押圧状態を示す側面図
【符号の説明】
(１)容器本体
(２)蓋体
(３)本体リブ
(４)蓋リブ
(５)環状壁
(６)環状舌片
(10)コンパクト容器
(11)塗布具
(12)鏡
(13)押圧突起
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